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「 やさしい力とがんばる人たち 」 
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２日間ずうっと雨がふりつづいたせいで、しずおかけんあた海市のいず山地くで、土しゃくず

れがはっ生した。家や車が土しゃにながされ、４人のいのちがうばわれてしまった。 

ぼくがいつも読んでいる子ども新聞にくわしい記じがのっていた。ぼくは、毎日、土しゃさい

がいのニュースが気になった。 

お父さんが、大人の読むちがう新聞を用いしてくれた。ぼくの読めないかん字やいみの分から

ないことばをお母さんが教えてくれた。 

ぼくは今まで、強い地しんのゆれで土しゃくずれがおきていることは知っていた。年長だった

ときに、しょうぼうしょに行って、地しんのゆれを体けんするきしん車にのったことがある。テ

ーブルのあしにつかまってもグオングオンと体ごとゆれた。こわかった。つかまっていた手がす

べって、いっしょにのっていた友だちと何回も体がぶつかってしまった。もし、家がこわれてし

まうくらい本当の地しんだったら、ものにつかまったり、頭をかくしたりできないと思った。 

お母さんがいつもの明るい声とはちがうくらっぽい声で話しはじめた。２、３年前にお母さん

がすんでいた北海道でも地しんが原いんで土しゃくずれがおきてしまったことを聞いた。しんど

７の強いゆれで土しゃくずれがおきて家や車、道ろがながされてしまった。大へんなことがおこ

ったんだなと思った。 

毎年のように土しゃさいがいがおこっている。夏休みに入ってから、ぼくがすんでいる青森け

んでも、大雨が原いんで土しゃさいがいがおきた。 

いつおこるかわからない自ぜんさいがいから、いのちをまもるためのくふうがあるか、お母さ

んとインターネットでしらべてみた。きけんな場所やひなん場所、その場所までの道を前もって

おぼえておくようにとのっていた。ぼくのひなん場所は、いつも通っている小学校か、近くの公

みんかんだ。家ぞくみんなでかくにんもした。 

そのほかにも、青森けんちょうのホームページに「土しゃさいがいからみをまもるために知っ

ていただきたいこと」や「土しゃさいがいけいかいじょうほう」などがのっていた。「きそちょう

さ」で土地の形をしらべたり、せいびしたり、きけんなところにすんでいる人は、いどうしても

らうことも知った。みんながあん心であんぜんなくらしができるようにがんばってはたらいてく

れている人たちのしごとも少しわかった。土しゃさいがいがおきたとき、たすけにきてくれるし

ょうぼうし、自えいたい、近所の人たちがいる。自分もきけんな目にあうかもしれないのに、人

のいのちをみすてない、やさしくてゆう気のある人たちのようにぼくもなりたい。人のためにつ

くすという大きなやくわりをもってはたらいている人たちと同じように、ぼくも自分のできる力

をみんなのためにつかいたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 


